
い
る
。
七
十
八
の
大
学
病
る
。
こ
う
し
た
漠
方
薬
の
散
」
の
三
品
目
。

院
に
漢
方
外
来
が
あ
り
、
特
性
を
生
か
し
、
症
状
を
こ
の
う
ち
大
建
中
湯
は

医
療
関
係
者
の
関
心
・
理
改
善
す
る
こ
と
に
着
目
し
国
内
で
手
術
後
の
消
化
筈

解
が
広
が
っ
て
い
る
。
た
使
い
方
を
す
る
取
り
組
の
機
能
回
復
に
使
わ
れ
て

漢
方
を
治
療
に
取
り
入
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
い
る
。
腸
の
血
流
量
を
増

・
れ
、
現
状
に
も
詳
し
い
千
こ
の
よ
う
に
、
薬
を
よ
や
し
腸
管
の
動
き
を
活
発

五
ー
六
世
紀
頃
、
日
本
葉
大
医
学
部
呼
吸
器
内
科
り
有
効
で
使
い
や
す
く
す
に
す
る
た
め
、
早
期
回
復

に
伝
わ
り
、
そ
の
後
、
千
の
巽
浩
一
郎
教
授
は
「
西
る
取
り
組
み
は
一
般
に
育
に
つ
な
が
る
。
昨
年
に

四
百
年
以
上
か
か
っ
て
独
洋
医
学
と
漠
方
医
学
。
そ
薬
と
呼
ば
れ
る
。
ツ
ム
ラ
は
、
効
果
が
あ
る
こ
と
を

自
に
発
達
し
た
。
中
国
の
れ
ぞ
れ
得
手
と
不
得
手
が
で
は
「
西
洋
薬
で
治
療
が
示
す
米
国
で
の
臨
床
薬
理

試
験
結
果
が
発
表
さ
れ

こ
で
ど
の
よ
う
に
栽
培
さ

■

米
・
臨
床
試
験
で
「
効
果
」
た
。

れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
工
昨
年
、
新
た
に
二
品
自

シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
カ
ン
ゾ
程
で
漠
方
製
剤
に
な
っ
た
を
追
加
。
下
痢
や
口
内

ウ
：
。
ひ
ん
や
り
し
た
保
か
を
す
べ
て
把
握
で
き
■

ぶ
り
/
ル
i

m
5床
f
ummで
元9
3恢
紅
呵
i
炎
、
し
び
れ
な
ど
、
が
ん

筐
庫
に
山
積
み
さ
れ
た
る
」
と
話
す
。
化
学
療
法
に
よ
る
副
作
用

袋
。
漂
う
匂
い
は
複
雑
生
薬
は
天
然
物
だ
け
に
「
中
医
学
（
中
薬
）
」
と
あ
る
。
併
用
が
最
も
よ
い
困
難
な
疾
患
の
中
で
、
漠
の
軽
減
効
果
を
検
証
す

で
、
ゆ
っ
く
り
鼻
か
ら
入
安
全
確
保
は
最
重
要
課
題
は
異
な
る
日
本
独
自
の
医
の
で
は
な
い
か
」
と
説
明
方
薬
が
特
異
的
に
効
果
を
る
。
効
果
が
は
っ
き
り
す

り
込
ん
で
く
る
ー
。
、
だ
。
花
村
副
工
場
長
は
学
で
江
戸
時
代
に
集
大
成
す
る
。
発
揮
す
る
疾
患
に
つ
い
れ
ば
、
が
ん
治
療
を
中
断

漠
方
製
剤
メ
ー
カ
ー
の
主
産
地
は
北
海
道
、
岩
「
工
場
内
の
分
析
セ
ン
タ
さ
れ
た
。
だ
が
、
明
治
以
て
、
そ
の
使
用
の
デ
ー
タ
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
に

【
融
合
】

「
ツ
ム
ラ
」
の
茨
城
工
場
手
、
群
馬
、
和
歌
山
、
高
ー
で
残
留
農
薬
や
重
金
後
は
西
洋
医
学
が
中
心
に
を
集
積
し
、
科
学
的
根
拠
な
る
。

（
茨
城
県
阿
見
町
）
は
、
知
。
工
場
内
の
保
筐
庫
に
属
、
微
生
物
な
ど
の
検
査
な
り
、
衰
退
し
た
。
西
洋
薬
は
単
一
成
分
で
を
確
立
す
る
」
と
い
う
。
ツ
ム
ラ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

敷
地
全
体
が
東
京
ド
ー
ム
運
ば
れ
た
後
、
決
め
ら
れ
を
徹
底
し
て
や
っ
て
い
最
近
、
生
薬
の
分
析
技
―
つ
の
症
状
に
一
剤
を
投
育
薬
の
対
象
は
、
腹
部
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

四
つ
分
の
大
き
さ
。
瓢
釦
た
大
き
さ
に
切
る
。
る
」
と
説
明
す
る
。
術
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
与
す
る
。
漢
方
薬
は
、
生
膨
満
感
と
腹
部
の
冷
え
を
ン
室
広
報
グ
ル
ー
プ
の
中

三
士
＿
一
種
類
、
年
間
約
四
漠
方
薬
の
種
類
ご
と
に
効
用
が
科
学
的
に
証
明
さ
＇
薬
を
二
種
類
以
上
組
み
合
改
善
す
る
「
元
如
叫
島
実
・
グ
ル
ー
プ
長
は

【
復
権
】

千
五
百
ト
ン
の
生
産
能
力
が
定
め
ら
れ
た
配
合
比
で
複
れ
始
め

I
I復
権
I
I
°医
療
わ
せ
た
多
成
分
。
複
数
の
加
」
、
胃
炎
な
ど
に
効
く
「
漢
方
薬
の
効
果
に
つ
い

覧
。
数
の
生
薬
を
調
合
後
、
工
「
漢
方
」
の
ル
ー
ツ
は
用
漢
方
製
剤
の
う
ち
百
四
症
状
に
対
し
て
一
剤
で
対
「
知
郡
子
膨
」
、
神
経
の
て
科
学
的
根
拠
が
解
明
さ

医
療
用
漢
方
製
剤
の
国
キ
ス
を
抽
出
。
一
五

0
度
中
国
。
千
八
百
年
前
に
書
十
八
種
類
は
健
康
保
険
の
応
で
き
る
可
能
性
も
あ
高
ぶ
り
を
抑
え
る
「
抑
肝
れ
る
こ
と
で
、
西
洋
医
学

内
市
場
は
一
千
偉
円
超
。
の
熱
風
で
エ
キ
ス
を
瞬
間
か
れ
た
古
代
中
国
の
医
学
適
用
に
な
っ
た
。
と
漠
方
医
学
の
融
合
が
進

ツ
ム
ラ
は
こ
の
う
ち
八
割
乾
燥
し
て
粉
末
に
し
、
顆
書
に
は
材
料
に
な
る
生
薬
日
本
漢
方
生
薬
製
剤
協
み
、
最
高
の
医
療
が
確
立

強
を
占
め
る
。
花
村
聡
副
粒
を
安
定
し
て
成
形
す
る
（
草
の
根
、
茎
、
葉
な
ど
会
の
調
査
（
二

0
0
八
で
き
る
」
と
話
す
。

工
場
長
は
「
こ
の
十
年
間
た
め
に
乳
糖
な
ど
を
混
の
有
用
部
分
を
乾
燥
さ
せ
年
）
で
は
、
医
師
の
八
割

で
生
産
量
は
倍
増
し
た
」
ぜ
、
製
品
に
す
る
。
た
も
の
や
動
物
由
来
の
も
強
が
医
療
用
漢
方
製
剤
を

と
話
す
。
工
程
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
、
鉱
物
な
ど
）
の
配
合
処
方
。
全
国
八
十
の
大
学

原
料
生
薬
の
八
割
は
中
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
一
元
や
、
ど
の
症
状
で
使
う
か
医
学
部
・
医
科
大
で
漠
方

国
か
ら
輸
入
す
る
。
国
内
筐
理
し
「
原
料
生
薬
が
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
医
学
の
講
義
が
行
わ
れ
て

【
製
造
現
場
】

どう効く

分析進む

謬
嗚
□

加
炒

風
邪
や
腹
痛
な
ど
の
市
販
薬
だ
け
で
な
く
、
医
療
現
場
で
の
使
用
が
増
え
て

い
る
漠
方
薬
。
最
近
で
は
原
料
に
な
る
生
薬
の
基
礎
・
臨
床
研
究
が
進
む
。
西

洋
薬
に
は
な
い
効
果
と
作
用
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
が
ん
治
療
の
補
助
に
利
用
す
る
研
究
も
始
ま
っ
て
い
る
。
（
栃
尾
敏
）

謹
定
睾

●
記
者
の
つ
E
や
£
き

「
病
気
を
治
す
」
の
が
西
洋
医
学
で
、
「
病

人
（
身
体
）
を
治
す
」
の
が
漢
方
医
学
。
西
洋

薬
は
切
れ
味
鋭
く
、
即
効
性
が
あ
り
、
漠
方
薬

は
複
数
の
症
状
に
作
用
す
る
ー
と
い
う
。
患
者

に
は
違
い
や
優
劣
は
関
係
な
し
。
両
方
を
つ
ま

く
治
療
に
使
っ
て
ほ
し
い
。


